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セーフティアセッサ資格制度は、機械・設備安全に
関する知識と能力の保有を認証するシステムです。
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安全な製品づくり、安全なものづくり

安全を支える人づくりに最適な資格

機械運用安全分野
防爆電気機器安全分野

・セーフティベーシックアセッサ〈防爆電気機器安全分野〉（略称：SBA-Ex資格）

セーフティベーシックアセッサ資格認証制度についてセーフティベーシックアセッサ資格認証制度についてセーフティベーシックアセッサ資格認証制度についてセーフティベーシックアセッサ資格認証制度について

セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係

・セーフティベーシックアセッサ〈機械運用安全分野〉（略称：SBA資格）
「セーフティベーシックアセッサ〈機械運用安全分野〉資格認証制度」は、機械の

運用に関わる方々、管理・営業職等の幅広い層を対象に、国際安全規格に基づいた

機械安全の普遍的・基礎的な知識の習得と第 3 者認証を行う教育・認証プログラム

です。ものづくり現場の人材育成として最適です。講習会と試験が1日で行われます。

厚生労働省通達「設計技術者、生産技術管理者に対する機械安全に係る教育について」及び「同（略）留意すべ

き事項について」（平成26年4月15日付）において、「セーフティアセッサ」のそれぞれの資格を有する者は、

設計技術者あるいは生産技術管理者に対する機械安全に係る教育カリキュラムについて、十分な知識を有する

者とみなせること、また、「セーフティベーシックアセッサ」は、機械ユーザーの職長、作業主任者、各種安全

担当者の機械安全教育に有効であることが明記されました。

・
「セーフティベーシックアセッサ〈防爆電気機器安全分野〉資格認証制度」は、防

爆電気機器を使用する現場設備の安全パトロールや点検を行う設備の運用者や管理

者、オペレータ、保全関係者の方々を対象に、IEC 60079‐17（防爆電気設備の保守・

点検）に基づく、防爆電気機器の安全に関する基本的知識の習得と第 3 者認証を行

う教育・認証プログラムです。爆発性雰囲気のなかで使用する電気機械・設備の安

全確保と運用のための人材育成として最適です。この資格も、講習会と試験が 1 日

で行われます。
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・セーフティリードアセッサの試験は、JC にお申込みください。

リスクコミュニケーション

機械の譲渡、貸与

機械の製造者は、機械の設計・製造段階でリスクアセスメント・保護方策を実施し、もし残留リスクがある場

合はこれを危険情報として機械の使用者に提供することが必要です。また、使用者は、この情報に基づきリス

クアセスメントを実施し、保護方策等の必要な処置を講ずることが義務付けられています。

これらの安全対策を適切に実施するためには、機械安全に関する知識を持つ人材が必要となります。

セーフティアセッサ資格は、国際安全規格に基づく機械安全の知識、能力を有することを第 3 者認証する資格

制度として、( 一社)日本電気制御機器工業会（NECA）、安全技術応用研究会（SOSTAP）、テュフラインランドジャ

パン㈱と協力し、日本認証㈱(JC)が運営しています。この資格は、知識、能力に応じて 3 段階に区分され、資

格認証試験合格者には適格性証明書を、また希望者にはカード型適格性証明書（認証カード）が発行されます。

セーフティアセッサ資格者は、機械安全に関して所定の知識・能力を有することが客観的に認証され、機械安

全に関する業務を適切に遂行できることから、企業内外での職能に対する高い評価と信頼につなげることがで

きます。また、企業にとってもこの資格制度を活用することにより機械安全に関する人材の育成が可能となります。

下記の各アセッサ資格取得者は、法令改正などの更新情報がJCから提供される他、SA協議会への参加による最

新の安全関連情報の入手など、自身の知識水準の維持、向上を図ることができます。

・リスクアセスメントのポイント
・危険源の分類と事例
・リスクアセスメント実習Ⅰ
・リスクアセスメント実習Ⅱ

機械安全に対する人材育成には
セーフティアセッサ資格の活用が有効です

＊1 セーフティサブアセッサフォローアップ講習会

第2日目

機械安全に対して設計者と使用者間でリスクコミュニケーションが行える人材が必要です

機械の設計者 機械の使用者

機械の設計・製造者

災害情報連絡窓口

機械の使用事業者

セーフティサブアセッサ（SSA）資格

応用6講座：SOSTAP

能力審査試験：SOSTAP

口述試験：JC

実務経験1年

実務試験：TÜV ラインランドジャパン

セーフティリードアセッサ（SLA）資格

リスクアセスメント

・機械の制限（仕様）の指定
・危険源の同定
・リスク見積と評価

・使用上の情報の確認
・実際の使用状況での
  リスクアセスメント

保護方策
・本質的安全設計方策（可能な範囲）
・安全防護、付加保護方策
・追加の保護方策
  （作業手順の整備、労働者教育、
  個人保護具の使用等）

保護方策

・本質的安全設計方策
・安全防護、付加保護方策
・使用上の情報

機械の使用災害情報の提供

危険情報
（残留リスク情報）
の提供

セーフティアセッサ資格認証制度

セーフティアセッサ資格の取得方法

JC　　：日本認証株式会社 http://www.japan-certification.com/
SOSTAP：安全技術応用研究会 http://www.sostap.org/

・実務試験は3日間にかけてグループワークでの能力評価を行います。（受験
者数が6名未満の場合は、実務試験を開催しないことがあります。）

・筆記試験は実務試験と別の日に1日間で実施します。　

・実務試験に合格し、筆記試験に不合格の場合は、2年間実務試験は免除され
ます。( 例：2014 年度の実務試験に合格した場合、2015 年度、2016 年度
の試験において実務試験は免除されます。)

筆記試験：TÜV ラインランドジャパン

ケーススタディ試験：JC

基礎6講座：SOSTAP学科試験：JC

＊1

セーフティアセッサ（SA）資格

・ SOSTAPの基礎6講座を受講するとJCの学科試験は免
除されます。免除期間は基礎6講座受講修了書発行後
2年間です。講座の内容、受講費用、実施日程、実施場所
等はSOSTAPのHPをご覧下さい。

・ケーススタディ試験は、生産現場のイラストを元に、リスク
アセスメントを行う試験です。

・学科試験に合格し、ケーススタディ試験に不合格の場合
は、翌年度の再受験に限り学科試験は免除となります。

・基礎6講座、応用6講座、能力審査試験の内容、費用、実
施日程、実施場所等はSOSTAPのHPをご覧下さい。

・口述試験は能力審査試験に合格後、速やかに別途JCへお申込みください。
能力審査試験合格後2年以内に限り受験可能です。

（例：2014年12月に能力審査試験に合格された方は、2015年2月と2016
年2月の口述試験を受験できます）　

資格取得希望者

セーフティアセッサの持つ安全性の妥当性判断能力に加え、第三者として安全性の妥当性判断の
総合力を有する

セーフティリードアセッサ（SLA）

セーフティサブアセッサの持つ基礎知識、能力に加え、安全性の妥当性判断の総合力を有する

セーフティアセッサ（SA）

安全性の妥当性確認に必要とされる基礎知識、能力を有する

セーフティサブアセッサ（SSA）

・機械安全の背景
・安全とリスクの概念
・国際規格と認証
・技術者の果たす役割

・国内外の法令
・リスクアセスメント
・3 ステップメソッド
・電気安全

第1日目

機械の製造者、使用事業者が実施するリスクアセスメント・保護方策は労働安全衛生法で、危険情報の提供は労働安全衛生規則
により努力義務化されています。

セーフティサブアセッサの受験を目指しているが、日程・地理的に基礎 6 講座の受講が困難な方を対象とした
講習会です。また、下記のような方にも適しています。
・ 自主学習に加え、この講習会により実務知識の習得を確実なものにしたい方。
・ セーフティサブアセッサ試験への再チャレンジを考えておられる方。
全国各地で実施しますので、日程・場所は、JC のHP で確認してください。
なお、10 名以上なら任意の日程に企業・団体へ講師を派遣して講習を実施することも可能です。JC にお問合せ下さい。

・セーフティサブアセッサ資格を取得している場合は、基礎
6講座の受講が免除されます。

・セーフティアセッサ資格の取得を目指すには、応用6講
座だけでなく、基礎6講座の内容も理解しておくことが
必要です。



・セーフティリードアセッサの試験は、JC にお申込みください。

リスクコミュニケーション

機械の譲渡、貸与

機械の製造者は、機械の設計・製造段階でリスクアセスメント・保護方策を実施し、もし残留リスクがある場

合はこれを危険情報として機械の使用者に提供することが必要です。また、使用者は、この情報に基づきリス

クアセスメントを実施し、保護方策等の必要な処置を講ずることが義務付けられています。

これらの安全対策を適切に実施するためには、機械安全に関する知識を持つ人材が必要となります。

セーフティアセッサ資格は、国際安全規格に基づく機械安全の知識、能力を有することを第 3 者認証する資格

制度として、( 一社)日本電気制御機器工業会（NECA）、安全技術応用研究会（SOSTAP）、テュフラインランドジャ

パン㈱と協力し、日本認証㈱(JC)が運営しています。この資格は、知識、能力に応じて 3 段階に区分され、資

格認証試験合格者には適格性証明書を、また希望者にはカード型適格性証明書（認証カード）が発行されます。

セーフティアセッサ資格者は、機械安全に関して所定の知識・能力を有することが客観的に認証され、機械安

全に関する業務を適切に遂行できることから、企業内外での職能に対する高い評価と信頼につなげることがで

きます。また、企業にとってもこの資格制度を活用することにより機械安全に関する人材の育成が可能となります。

下記の各アセッサ資格取得者は、法令改正などの更新情報がJCから提供される他、SA協議会への参加による最

新の安全関連情報の入手など、自身の知識水準の維持、向上を図ることができます。

・リスクアセスメントのポイント
・危険源の分類と事例
・リスクアセスメント実習Ⅰ
・リスクアセスメント実習Ⅱ

機械安全に対する人材育成には
セーフティアセッサ資格の活用が有効です
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セーフティアセッサ資格認証制度

セーフティアセッサ資格の取得方法

JC　　：日本認証株式会社 http://www.japan-certification.com/
SOSTAP：安全技術応用研究会 http://www.sostap.org/

・実務試験は3日間にかけてグループワークでの能力評価を行います。（受験
者数が6名未満の場合は、実務試験を開催しないことがあります。）

・筆記試験は実務試験と別の日に1日間で実施します。　

・実務試験に合格し、筆記試験に不合格の場合は、2年間実務試験は免除され
ます。( 例：2014 年度の実務試験に合格した場合、2015 年度、2016 年度
の試験において実務試験は免除されます。)

筆記試験：TÜV ラインランドジャパン

ケーススタディ試験：JC

基礎6講座：SOSTAP学科試験：JC

＊1

セーフティアセッサ（SA）資格

・ SOSTAPの基礎6講座を受講するとJCの学科試験は免
除されます。免除期間は基礎6講座受講修了書発行後
2年間です。講座の内容、受講費用、実施日程、実施場所
等はSOSTAPのHPをご覧下さい。

・ケーススタディ試験は、生産現場のイラストを元に、リスク
アセスメントを行う試験です。

・学科試験に合格し、ケーススタディ試験に不合格の場合
は、翌年度の再受験に限り学科試験は免除となります。

・基礎6講座、応用6講座、能力審査試験の内容、費用、実
施日程、実施場所等はSOSTAPのHPをご覧下さい。

・口述試験は能力審査試験に合格後、速やかに別途JCへお申込みください。
能力審査試験合格後2年以内に限り受験可能です。

（例：2014年12月に能力審査試験に合格された方は、2015年2月と2016
年2月の口述試験を受験できます）　

資格取得希望者

セーフティアセッサの持つ安全性の妥当性判断能力に加え、第三者として安全性の妥当性判断の
総合力を有する

セーフティリードアセッサ（SLA）

セーフティサブアセッサの持つ基礎知識、能力に加え、安全性の妥当性判断の総合力を有する

セーフティアセッサ（SA）

安全性の妥当性確認に必要とされる基礎知識、能力を有する

セーフティサブアセッサ（SSA）

・機械安全の背景
・安全とリスクの概念
・国際規格と認証
・技術者の果たす役割

・国内外の法令
・リスクアセスメント
・3 ステップメソッド
・電気安全

第1日目

機械の製造者、使用事業者が実施するリスクアセスメント・保護方策は労働安全衛生法で、危険情報の提供は労働安全衛生規則
により努力義務化されています。

セーフティサブアセッサの受験を目指しているが、日程・地理的に基礎 6 講座の受講が困難な方を対象とした
講習会です。また、下記のような方にも適しています。
・ 自主学習に加え、この講習会により実務知識の習得を確実なものにしたい方。
・ セーフティサブアセッサ試験への再チャレンジを考えておられる方。
全国各地で実施しますので、日程・場所は、JC のHP で確認してください。
なお、10 名以上なら任意の日程に企業・団体へ講師を派遣して講習を実施することも可能です。JC にお問合せ下さい。

・セーフティサブアセッサ資格を取得している場合は、基礎
6講座の受講が免除されます。

・セーフティアセッサ資格の取得を目指すには、応用6講
座だけでなく、基礎6講座の内容も理解しておくことが
必要です。



セーフティ
リードアセッサ
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セーフティサブアセッサ
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機械安全の
妥当性評価
ができる

機械安全の
設計ができる

機械運用が
安全にできる

セーフティアセッサ資格制度は、機械・設備安全に
関する知識と能力の保有を認証するシステムです。

セーフティアセッサ
セーフティベーシックアセッサ
資格認証制度のご案内

上
位
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格
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の
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プ
ア
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安全な製品づくり、安全なものづくり

安全を支える人づくりに最適な資格

機械運用安全分野
防爆電気機器安全分野

・セーフティベーシックアセッサ〈防爆電気機器安全分野〉（略称：SBA-Ex資格）

セーフティベーシックアセッサ資格認証制度についてセーフティベーシックアセッサ資格認証制度についてセーフティベーシックアセッサ資格認証制度についてセーフティベーシックアセッサ資格認証制度について

セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係セーフティアセッサ資格と厚生労働省教育対象者との関係

・セーフティベーシックアセッサ〈機械運用安全分野〉（略称：SBA資格）
「セーフティベーシックアセッサ〈機械運用安全分野〉資格認証制度」は、機械の

運用に関わる方々、管理・営業職等の幅広い層を対象に、国際安全規格に基づいた

機械安全の普遍的・基礎的な知識の習得と第 3 者認証を行う教育・認証プログラム

です。ものづくり現場の人材育成として最適です。講習会と試験が1日で行われます。

厚生労働省通達「設計技術者、生産技術管理者に対する機械安全に係る教育について」及び「同（略）留意すべ

き事項について」（平成26年4月15日付）において、「セーフティアセッサ」のそれぞれの資格を有する者は、

設計技術者あるいは生産技術管理者に対する機械安全に係る教育カリキュラムについて、十分な知識を有する

者とみなせること、また、「セーフティベーシックアセッサ」は、機械ユーザーの職長、作業主任者、各種安全

担当者の機械安全教育に有効であることが明記されました。

・
「セーフティベーシックアセッサ〈防爆電気機器安全分野〉資格認証制度」は、防

爆電気機器を使用する現場設備の安全パトロールや点検を行う設備の運用者や管理

者、オペレータ、保全関係者の方々を対象に、IEC 60079‐17（防爆電気設備の保守・

点検）に基づく、防爆電気機器の安全に関する基本的知識の習得と第 3 者認証を行

う教育・認証プログラムです。爆発性雰囲気のなかで使用する電気機械・設備の安

全確保と運用のための人材育成として最適です。この資格も、講習会と試験が 1 日

で行われます。

機械運用安全分野

セーフティ（ベーシック）アセッサ資格者

セーフティベーシック
アセッサ

セーフティサブアセッサ

セーフティアセッサ

セーフティリードアセッサ

厚労省通達の教育対象者
設計技術者
生産技術管理者

生産技術管理者

職長、作業主任者、各種安全担当者
防爆電気機器安全分野

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 2 丁目 7 番 53 号 Maruta ビル 8 階
http://www.japan-certification.com/
TEL:(06) 4807-3337 ( 土日祝日を除く 9:00 ～ 17:00)
FAX:(06) 4807-3350
SA 専用メール：safety12100@j-cert.com 201503-3Y
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